
様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 世木の伝統芸能を守る会 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 「丹波猿楽 梅若家」プロジェクト 

事業の概要 

お能教室を小学生と地域住民対象に実施し、殿田小学校 1～3 年生の

児童 31 人と地域住民向けに 2回開催し、34人が体験した。 

地域と伝統文化等の周知パンフレット「世木と梅若と能」を作成し、

世木地域の全戸と学校・日吉町観光施設等に配布した。 

事業費総額 233,923 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

お能教室の開催やパンフレットの配布等により、

地域の子どもから高齢者までが伝統芸能や地域

の歴史に触れることで、世代間交流が図られた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 村おこし創生塾 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 口人区公園広場整備事業 

事業の概要 

区公園広場の花壇の整備し、野菜市のお客様と共に花苗を植栽するこ

とで交流を深め、花の成長の見守りと野菜市へ継続して来場いただけ

た。 

事業費総額 225,055 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

花壇の管理を地域の高齢者がすることで、広場が

花で和やかになり、野菜市への来客数の増加と地

域住民との交流の場となった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 
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事業実施団体名 ＮＰＯ法人胡麻地域振興会 

設定課題 食育推進 

事業名 添加物を使わないこどもとお母さんの食育プロジェクト 

事業の概要 

台風により、予定していた事業のうち、２事業が中止となったが、

日々の食生活を改善とともに健康を意識した事業を実施することに

より親子だけでなく地域住民との交流ができた。 

事業費総額 230,900 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（保健医療課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

食育だけでなく、地域活動の発信も実施すること

により、子育て世代だけでなく多くの方に参加・

関心を持たれることで、地域の活性化につながっ

た。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 脳トレネット 

設定課題 高齢者への介護予防活動の取り組み 

事業名 市民の認知症予防事業及び高齢者の孤立解消事業 

事業の概要 

南丹市内 3 会場で「いきいき脳トレ講座」「いきいき脳トレーニング

教室を 10 回シリーズで開催。地域の高齢者等へ孤立解消の呼びかけ

を行い、教室参加につなげた。教室の継続に向けて、地域へ協力（協

力金）をお願いした。 

事業費総額 431,334 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（高齢福祉課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

地域の会員が高齢者世帯や独居高齢者への呼び

かけをされることで、高齢者等が不安なく参加さ

れた。また、教室継続のための協力依頼が地域の

見守りにつながることとなった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（教室開催場所までの送迎等に係る

費用） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

 


